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論文内容の要旨
本論文は橋梁，産業機械などで用いられている箱型断面部材のかど継手部に発生するルート割れお
よび開口状ラメラテアについて， 50kg/mm2級高張力鋼で、の発生の力学的条件および機構を明らかにし，
その発生条件の評価法および防止対策を確立したもので，緒論，本文 5 章および総括からなる。、
緒論では本研究の背景，目的および方針を述べている D
第 1 章では，溶接継子において角変形に対する拘束の程度を定量的に表わす指標として曲げ拘束度
を提案し，多層かど継子部での角変形量およびルート割れ発生におよぼす曲げ拘束度の影響を明らか
にしている。
第 2 章では，本研究で考案・試作したかど継手溶接割れ試験装置を用いて多層かど継子部でのルー
ト割れおよび開口状ラメラテア発生の力学的条件を明らかにしている。他方，かど継子部に生じる溶
接残留応力分布を理論解析すると共に測定し，溶接割れ発生の傾向は溶接残留応力分布とよく対応し
ており，力学的な観点から説明できることを明らかにしている。
第 3 章では，低水素系溶接棒を用いて多層かど継手部でのルート割れおよび開口状ラメラテア発生
に会よぽす水素量，予熱・パス間温度などの影響について検討し，これらの割れ発生に対して本実験
の範囲では水素量および予熱・パス間温度の影響は小さく，溶接による熱応力・ひずみが支配的要因
であることを示し 溶接割れ発生機構を明らかにしている。
第 4 章では，これらの割れ発生におよぼす開先形状，溶接方法などの影響を検討するために割れ試
験を行い，溶接残留応力分布をもとに考察し，力学的な観点から割れ発生防止対策を明らかにしてい
る。
-----:634-
第 5 章では，橋梁の箱型部材のかど継子部での曲げ拘束度を理論解析すると共に実測している。さ
らに，この箱型部材の大型模型試験体と小型試験での溶接割れ発生を比較し，曲げ拘束度を用いると
よい対応関係があることを明らかにし，実構造物での溶接割れ評価法を確立している。また，本研究
で得られた割れ発生防止対策を実構造物ヘ適用し，その有効性を確認している。
総括では本研究で得られた主要な結果を述べている。
論文の審査結果の要旨
橋梁，産業機械などで用いられている箱型断面部材のかど継手を多層溶接するとルート割れと溶接
熱影響部から離れた位置で開口状のラメラテアが発生することがある。本論文では 50kg/mm2級高張力
鋼を用いた多層かど継手部でのルート割れおよび開口状ラメラテア発生の力学的条件および機構を明
らかにし，その発生条件の評価法および防止対策を確立している。本論文で得られた主な成果を要約
すると次の通りである。
(1) 溶接継手にわいて角変形を拘束すると拘束応力が生じ，両者の聞には密接な関係がある。この拘
束の程度を定量的に示すために曲げ拘束度を定義し，その実用的な評価法を提案している。
(2) 多層かど継子部で発生するルート割れおよび開口状ラメラテアの力学的な機構を明らかにするた
めに，寸もど継手溶接割れ試験装置を考案し，実験を行い，これらの割れ発生と曲げ拘束度との関係
を明らかにしている。
(3) 種々の条件のもとでかど継子部に生じる溶接残留応力を理論的および実験的に求め，その分布形
状と大きさからルート割れおよび開口状ラメラテアの発生傾向を明確に説明し，この鋼種にむける
これらの割れ発生に対しては溶接による熱応力・ひずみの力学的因子が支配的であることを明らか
にしている。
(4) これらの割れ防止は良質の鋼材 拘束応力が低くなるような開先形状および溶接法を選定するこ
とによって実現できることを示し，具体的な防止対策を明らかにしている。
(5) 大型溶接構造物のかど継手と上述のかど継手溶接割れ試験における割れ発生条件がよく対応して
いることを示し，実構造物での溶接割れ発生条件の評価法を曲げ拘束度を用いて確立している。
以上のように，本論文は溶接構造物のかど継子部における溶接割れ防止について重要な知見を与え
ており，溶接工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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